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ト
レ
ン
ド・リ
ポ
ー
ト

二
〇
一
五
年
六
月
ト
ル
コ
総
選
挙

―
公
正
発
展
党
政
権
の
過
半
数
割
れ
と
連
立
政
権
模
索
―間

　
寧

　

二
〇
一
五
年
六
月
七
日
の
ト
ル
コ
国

会
（
一
院
制
五
五
〇
議
席
）
選
挙
で
与

党
公
正
発
展
党
（
Ａ
Ｋ
Ｐ
）
は
二
〇
〇

二
年
以
来
維
持
し
て
い
た
議
会
過
半
数

支
配
を
失
っ
た
（
図
１
）。
憲
法
改
正

に
必
要
な
議
会
五
分
の
三
の
議
席
を
確

保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

危
惧
さ
れ
て
い
た
大
統
領
制
導
入
に
よ

る
権
威
主
義
化
は
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、

連
立
政
権
合
意
に
失
敗
す
れ
ば
政
治
と

経
済
の
混
迷
に
拍
車
を
か
け
る
。
本
稿

で
は
選
挙
結
果
の
要
因
を
分
析
し
た
う

え
で
今
後
の
政
治
を
展
望
す
る
。

●
経
済
で
は
説
明
で
き
な
い
選
挙

結
果

　

今
回
の
総
選
挙
で
は
前
回
二
〇
一
一

年
総
選
挙
と
比
べ
る
と
政
党
ご
と
の
得

票
順
位
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
得
票

率
を
Ａ
Ｋ
Ｐ
が
九
・
〇
ポ
イ
ン
ト
、
共

和
人
民
党
（
Ｃ
Ｈ
Ｐ
）
が
一
・
〇
ポ
イ

ン
ト
減
ら
し
た
の
に
対
し
、
民
族
主
義

行
動
党
（
Ｍ
Ｈ
Ｐ
）
が
三
・
三
ポ
イ
ン

ト
、
Ｈ
Ｄ
Ｐ
（
人
民
の
民
主
党
。
前
回

は
無
所
属
と
し
て
参
加
）
が
六
・
六
ポ

イ
ン
ト
増
や
し
た
（
表
１
）。
ま
た
、

Ｈ
Ｄ
Ｐ
は
支
持
率
で
は
四
位
な
が
ら
同

三
位
の
Ｍ
Ｈ
Ｐ
と
同
じ
議
席
数
を
獲
得

し
た
。

　

過
去
六
五
年
に
わ
た
っ
て
ト
ル
コ
で

実
施
さ
れ
て
き
た
選
挙
（
国
会
お
よ
び

統
一
地
方
選
挙
）
の
結
果
は
経
済
状
態

に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
き
た
。
図
２
が

示
す
よ
う
に
、
選
挙
前
二
年
間
の
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
人
あ
た
り
成
長
率
の
平
均
値

が
高
い
ほ
ど
与
党
支
持
率
は
増
加
す
る

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
傾
向
を
回
帰
線

（
斜
め
の
直
線
）
に
具
現
化
す
る
と
、

一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
か
ら
（
当

然
）
期
待
さ
れ
る
与
党
得
票
率
変
化
を

推
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
推
計

値
と
は
回
帰
線
の
縦
軸
の
値
で
あ
る
。

実
際
の
値
（
⃝
選
挙
年
）
が
回
帰
線
に

乗
っ
て
い
れ
ば
（
た
と
え
ば
⃝
07*
）
実

際
値
は
経
済
成
長
率
か
ら
期
待
さ
れ
た

と
お
り
の
値
と
い
え
る
。

　

今
回
の
総
選
挙
で
は
実
際
値
は
期
待

値
か
ら
大
き
く
（
下
に
）
乖
離
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
回
与
党
Ａ
Ｋ
Ｐ
が
議

会
過
半
数
議
席
を
失
っ
た
主
要
な
理
由

は
経
済
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回

の
下
回
り
度
合
は
（
Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
下
の

み
な
ら
ず
）
こ
れ
ま
で
の
全
政
権
の
な

か
で
最
も
大
き
い
。
ま
た
ト
ル
コ
経
済

は
過
去
二
年
低
成
長
に
見
舞
わ
れ
て
は

い
る
が
、
過
去
の
政
権
の
場
合
と
比
べ

て
（
⃝
15*
が
横
軸
で
は
中
央
に
あ
る
こ

と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
）
経
済
成
長
実

績
は
平
均
的
で
あ
る
。

●
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
介
入
の
代
償

　

そ
れ
で
は
今
回
の
選
挙
結
果
は
な
ぜ

経
済
で
説
明
で
き
な
い
の
か
。
そ
の
理

由
は
、
今
回
の
選
挙
の
争
点
が
（
通
常

の
よ
う
な
）
政
権
業
績
で
は
な
く
、
大

統
領
制
を
こ
れ
か
ら
導
入
す
る
か
否
か

だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
ト
ル
コ

の
政
治
体
制
は
議
院
内
閣
制
（
行
政
府

図１　2015年６月総選挙結果によるトルコ
国会議席配分（過半数議席は276）

（出所）�　最高選挙委員会ホームページ（http://
www.ysk.gov.tr）のデータより筆者作成。

公正発展党, 
258

共和人民党, 
132

民族主義行
動党, 80

人民民主党, 80

表１　トルコ総選挙結果：2002～15年

投票率
政党別得票率

AKP DYP ANAP DSP CHP HADEP/EHAP/HDP MHP GP 他の政党 無所属

2002 79.1 34.3 9.5 5.1 1.2 19.4 6.2 8.4 7.2 7.6 1.0

2007 84.3 46.6 5.4 20.9 14.3 3.0 4.6 5.2

2011 87.2 49.8 ―― ―― ―― 26.0 ―― 13.0 ―― 4.6 6.6

2015 83.9 40.9 ―― ―― ―― 25.0 13.1 16.3 ―― 3.7 1.1

（出所） 　最高選挙委員会ホームページ（http://www.ysk.gov.tr）のデータより筆者作成。
党名略称：
　AKP:	 Adalet ve Kalkınma Partisi	 公正発展党
　ANAP:	 Anavatan Partisi	 祖国党
　CHP:	 Cumhuriyet Halk Partisi	 共和人民党
　DEHAP:	 Demokratik Halk Partisi	 民主人民党
　DSP:	 Demokratik Sol Parti	 民主左派党

DYP:	 Doğru Yol Partisi	 正道党
GP:	 Genç Parti	 青年党
HADEP:	 Halkın Demokrasi Partisi	 人民民主党
HDP:	 Halkların Demokratik Partisi	 人民の民主党
MHP:	 Milliyetçi Hareket Partisi	 民族主義行動党
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の
長
は
首
相
、
大
統
領
は
国
家
三
権
の

調
整
役
で
国
家
元
首
）
で
あ
る
。
大
統

領
制
導
入
に
つ
い
て
は
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・

ギ
ュ
ル
元
大
統
領
や
ビ
ュ
レ
ン
ト
・
ア

ル
ン
チ
ュ
副
首
相
な
ど
Ａ
Ｋ
Ｐ
で
タ
イ

ッ
プ
・
エ
ル
ド
ア
ン
に
次
ぐ
有
力
者
な

ど
が
反
対
し
、
世
論
調
査
で
も
有
権
者

の
四
分
の
一
程
度
し
か
賛
成
し
て
い
な

か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ル
ド

ア
ン
大
統
領
が
大
統
領
制
導
入
を
強
く

要
求
し
て
き
た
た
め
ア
フ
メ
ッ
ト
・
ダ

ウ
ト
ー
ル
首
相
は
Ａ
Ｋ
Ｐ
選
挙
綱
領
に

大
統
領
制
導
入
を
盛
り
込
む
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

　

エ
ル
ド
ア
ン
の
掲
げ
る
大
統
領
制
と

は
米
国
の
よ
う
な
三
権
分
立
で
は
な
く

大
統
領
に
権
限
を
集
中
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
（
そ
も
そ
も
制
度
的
見
取

り
図
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
提
示
さ
れ

て
い
な
い
）。
議
院
内
閣
制
の
ト
ル
コ

に
大
統
領
制
を
導
入
す
る
た
め
に
は
憲

法
改
正
の
必
要
が
あ
る
が
、
憲
法
改
正

を
（
国
民
投
票
な
し
に
）
成
立
さ
せ
る

た
め
に
は
国
会
議
員
の
三
分
の
二
の
賛

成
が
必
要
で
あ
る
（
五
分
の
三
の
賛
成

が
あ
れ
ば
、
国
民
投
票
で
の
過
半
数
賛

成
を
条
件
に
成
立
）。

　

エ
ル
ド
ア
ン
の
い

う
「
ト
ル
コ
独
自
の

大
統
領
制
」
が
エ
ル

ド
ア
ン
大
統
領
の
独

裁
傾
向
を
強
め
る
こ

と
は
Ａ
Ｋ
Ｐ
支
持
者

の
間
で
も
危
惧
さ
れ

て
い
た
。
Ａ
Ｋ
Ｐ
政

権
の
業
績
を
認
め
て

も
大
統
領
制
に
反
対

す
る
有
権
者
は
Ａ
Ｋ

Ｐ
が
議
会
の
三
分
の

二
を
獲
得
す
る
こ
と

を
望
ま
な
か
っ
た
。

大
統
領
制
は
そ
も
そ

も
国
民
に
あ
ま
り
支

持
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
に
加
え
、
そ
の
実
現
を
目
指
す
エ

ル
ド
ア
ン
が
選
挙
戦
に
介
入
し
た
こ
と

は
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
足
を
三
つ
の
点
で
引
っ
張

っ
た
。

　

第
一
に
、
憲
法
が
大
統
領
の
政
治
的

中
立
を
定
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

エ
ル
ド
ア
ン
は
選
挙
戦
中
に
各
地
を
遊

説
し
て
毎
日
ほ
ぼ
二
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、（
憲
法
改
正
を
国
民
投
票

な
し
に
実
現
す
る
の
に
必
要
な
三
六
七

議
席
を
上
回
る
）
四
〇
〇
議
席
を
（
政

党
名
に
は
触
れ
な
い
も
の
の
）
求
め
る

な
ど
し
て
大
統
領
制
導
入
を
訴
え
る
と

同
時
に
野
党
批
判
を
展
開
し
た
。
こ
の

よ
う
な
違
憲
行
為
は
、
有
権
者
を
Ａ
Ｋ

Ｐ
か
ら
離
反
さ
せ
た
。

　

第
二
に
、
エ
ル
ド
ア
ン
は
自
ら
へ
の

支
持
を
集
め
る
意
図
か
ら
、
現
政
権
の

政
策
さ
え
批
判
し
た
。
中
央
銀
行
が
金

利
を
高
く
し
て
い
る
た
め
に
物
価
が
上

昇
し
て
い
る
と
し
て
金
利
引
き
下
げ
を

求
め
た
り
、
さ
ら
に
は
（
強
い
大
統
領

制
の
必
要
性
を
訴
え
る
あ
ま
り
）
経
済

が
下
降
局
面
に
あ
る
と
さ
え
述
べ
た
り

し
た
。
ま
た
、
以
下
で
み
る
よ
う
に
、

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
が
エ
ル
ド
ア
ン
首
相
の
時

か
ら
続
け
て
き
た
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
労

働
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
）
と
の
和
平
政
策
に
つ

い
て
も
否
定
的
な
発
言
を
行
い
、
同
政

策
担
当
閣
僚
を
困
惑
さ
せ
た
。

　

第
三
に
、
エ
ル
ド
ア
ン
は
ダ
ウ
ト
ー

ル
首
相
が
作
成
し
た
Ａ
Ｋ
Ｐ
国
会
議
員

候
補
者
リ
ス
ト
を
、
自
ら
に
近
い
人
物

な
ど
が
含
ま
れ
た
も
の
に
差
し
替
え
さ

せ
る
な
ど
し
て
候
補
者
選
定
に
深
く
か

か
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
党
組
織
か
ら
の

候
補
者
が
犠
牲
に
な
り
、
選
挙
活
動
で

の
Ａ
Ｋ
Ｐ
組
織
の
戦
意
が
低
下
し
た
。

　

エ
ル
ド
ア
ン
の
介
入
が
Ａ
Ｋ
Ｐ
に
不

利
に
働
い
た
こ
と
は
世
論
調
査
結
果
に

も
表
れ
て
い
る
。
ト
ル
コ
で
は
出
口
調

査
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
に
今
回
選

挙
翌
日
に
電
話
（Com

puter-assisted 
telephone interview

ing

［
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｉ
］）
を
用
い
た
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
選
挙

直
後
世
論
調
査
（
標
本
規
模
一
五
七

〇
）
で
は
投
票
先
政
党
を
決
め
る
の
に

影
響
を
与
え
た
選
挙
戦
で
の
活
動
に
つ

い
て
の
問
い
（
複
数
回
答
）
で
、「
大

統
領
の
発
言
」
を
選
ん
だ
回
答
者
は
、

Ｍ
Ｈ
Ｐ
投
票
者
で
四
二
％
、
Ｈ
Ｄ
Ｐ
投

票
者
で
四
五
％
に
達
し
て
い
る
（
こ
れ

に
対
し
、「（
投
票
先
）
政
党
指
導
者
の

テ
レ
ビ
で
の
発
言
」
と
の
回
答
は
Ｍ
Ｈ

Ｐ
投
票
者
で
四
一
％
、
Ｍ
Ｈ
Ｐ
投
票
者

で
六
六
％
だ
っ
た
）（
参
考
文
献
②
）。

M
etroPO

LL

に
よ
る
世
論
調
査
（
標

本
規
模
二
四
八
三
）
で
も
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
が

過
半
数
を
失
っ
た
理
由
は
何
か
と
問
い

へ
の
答
え
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
エ

ル
ド
ア
ン
の
発
言
」（
一
六
％
）
だ
っ

た
（
参
考
文
献
③
）。

図２　経済成長率の与党得票率変化への影響（1950～2015年）

（注）＊　　AKP が与党の時の選挙。
　　＊＊�　他の変数：在任期間、単独 /連立政権、総選挙 /地方選挙、選挙信託の有無、AKP/ 非

AKP 政権。他の変数を制御済みであるため、縦軸と横軸の値は実際の与党得票率変化お
よび１人あたりＧＤＰ成長率とは異なる。

（出所）�　参考文献①および最高選挙委員会ホームページ（http://www.ysk.gov.tr）のデータより
筆者作成。
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●
ク
ル
ド
政
党
の
躍
進

　

憲
法
改
正
に
必
要
な
議
会
議
席
獲
得

を
阻
止
す
る
の
に
最
も
効
果
的
と
考
え

ら
れ
た
の
は
、
Ｈ
Ｄ
Ｐ
へ
の
投
票
だ
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
は
ク
ル
ド

地
域
で
Ｈ
Ｄ
Ｐ
と
競
合
関
係
に
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
前
回
と
前
々
回
の
総
選

挙
で
は
Ｈ
Ｄ
Ｐ
は
有
効
投
票
の
一
〇
％

を
獲
得
し
な
け
れ
ば
議
席

を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
足

切
り
条
項
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
ク
ル
ド
人
が
多
く

居
住
す
る
地
域
で
無
所
属

と
し
て
自
党
候
補
を
擁
立

し
て
い
た
（
そ
れ
以
前
の

総
選
挙
で
は
党
と
し
て
参

加
し
て
足
切
り
条
項
に
か

か
り
議
席
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
）。

　

し
か
し
二
〇
一
四
年
の

大
統
領
選
挙
で
Ｈ
Ｄ
Ｐ
候

補
の
セ
ラ
ハ
ッ
テ
ィ
ン
・

デ
ミ
ル
タ
シ
ュ
が
ク
ル
ド

民
族
主
義
で
は
な
く
民
族
・

宗
教
的
少
数
派
や
女
性
の

権
利
な
ど
社
会
的
多
様
性

を
訴
え
る
選
挙
戦
で
非
ク

ル
ド
有
権
者
か
ら
も
好
感

を
得
て
九
・
八
％
の
得
票

率
を
上
げ
た
こ
と
で
同
党

が
足
切
り
を
乗
り
越
え
る

見
込
み
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
た
め
Ｈ
Ｄ

Ｐ
は
今
総
選
挙
に
党
と
し
て
の
参
加
を

決
定
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
野
党
第

一
党
で
世
俗
主
義
の
Ｃ
Ｈ
Ｐ
に
限
界
を

感
じ
て
離
反
し
た
左
派
や
リ
ベ
ラ
ル
の

知
識
人
が
Ｈ
Ｄ
Ｐ
か
ら
立
候
補
し
た
こ

と
で
Ｈ
Ｄ
Ｐ
の
支
持
基
盤
は
拡
が
っ
た
。

　

県
を
単
位
と
し
た
選
挙
区
で
実
施
さ

れ
る
ト
ル
コ
の
比
例
代
表
選
挙
で
は
党

と
し
て
候
補
者
を
立
て
る
方
が
無
所
属

候
補
を
立
て
る
よ
り
も
当
選
確
率
が
高

ま
る
が
、
党
が
足
切
り
に
か
か
れ
ば
議

席
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
点
で
、
こ
の

決
定
は
損
失
と
見
返
り
が
と
も
に
高
い

賭
だ
っ
た
。
た
だ
、
損
失
が
高
い
こ
と

は
逆
に
一
〇
％
を
超
え
る
得
票
率
を
実

現
さ
せ
る
必
要
性
を
高
め
、
し
か
も
そ

れ
が
実
現
可
能
範
囲
に
あ
っ
た
（
大
統

領
選
挙
で
の
デ
ミ
ル
タ
シ
ュ
票
を
〇
・

二
％
上
積
み
す
れ
ば
よ
い
）
こ
と
は
有

権
者
の
動
員
力
を
高
め
た
。
さ
ら
に
選

挙
戦
中
に
デ
ミ
ル
タ
シ
ュ
が
発
し
た

「
お
ま
え
を
（
大
統
領
制
に
お
け
る
）
大

統
領
に
は
さ
せ
な
い
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、（
特
定
の
目
的
の
た
め
、
本
来

の
支
持
政
党
で
は
な
い
政
党
に
投
票
す

る
と
い
う
）
戦
略
的
投
票
の
意
識
を
大

統
領
制
導
入
反
対
勢
力
の
間
に
高
め
た
。

●
Ａ
Ｋ
Ｐ
か
ら
の
離
反
票
の
行
方

　

そ
れ
で
は
前
回
総
選
挙
で
Ａ
Ｋ
Ｐ
を

支
持
し
て
い
た
層
か
ら
の
離
反
票
は
ど

の
党
へ
流
れ
た
の
か
。
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
得
票

率
が
前
回
二
〇
一
一
年
総
選
挙
の
四
九

％
か
ら
今
回
の
四
一
％
に
約
八
％
後
退

し
た
こ
と
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｐ
と
Ｈ
Ｄ
Ｐ
と
へ

の
Ａ
Ｋ
Ｐ
票
の
流
出
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
調
査
は
、
Ｍ

Ｈ
Ｐ
投
票
者
の
二
八
％
、
Ｈ
Ｄ
Ｐ
投
票

者
の
二
二
％
が
、
前
回
二
〇
一
一
年
総

選
挙
で
Ａ
Ｋ
Ｐ
に
投
票
し
た
こ
と
を
示

し
た
（
Ａ
Ｋ
Ｐ
投
票
者
の
う
ち
前
回
総

選
挙
で
他
の
党
に
投
票
し
た
の
は
三
％

の
み
）。

　

こ
れ
は
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
が
前
回
二
〇
一
一

年
総
選
挙
の
得
票
率
の
四
％
ポ
イ
ン
ト

近
く
を
Ｍ
Ｈ
Ｐ
へ
、
約
三
％
ポ
イ
ン
ト

を
Ｈ
Ｄ
Ｐ
へ
失
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
Ｍ
Ｈ
Ｐ
と
Ｈ
Ｄ
Ｐ
へ
の
Ａ
Ｋ
Ｐ
票

の
流
出
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
世
論
調
査

で
Ｍ
Ｈ
Ｐ
に
投
票
し
た
者
の
二
七
％
、

Ｍ
Ｈ
Ｐ
に
投
票
し
た
者
の
二
一
％
が

「
他
党
を
阻
止
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る

政
党
な
の
で
投
票
し
た
」
と
回
答
し
た

こ
と
と
も
整
合
的
で
あ
る
。
郡
別
得
票

デ
ー
タ
を
用
い
た
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
の
分
析

で
も
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
は
有
効
投
票
数
の
三
・

七
％
を
Ｈ
Ｄ
Ｐ
へ
、
そ
れ
と
同
等
の
票

を
Ｍ
Ｈ
Ｐ
へ
失
っ
た
と
さ
れ
る
（
参
考

文
献
④
、
一
〇
四
ペ
ー
ジ
）。

　

Ａ
Ｋ
Ｐ
が
今
回
の
総
選
挙
で
前
回
総

選
挙
か
ら
失
っ
た
票
の
選
挙
区
別
比
率

（
選
挙
区
は
、
三
大
県
を
除
く
各
県
に

一
致
）
の
分
布
を
み
る
と
、
東
部
・
南

東
部
に
当
た
る
ク
ル
ド
地
域
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
３
）。
特

に
ク
ル
ド
地
域
に
お
け
る
有
権
者
は
信

仰
心
が
強
い
た
め
、
ク
ル
ド
系
政
党
ま

た
は
宗
教
保
守
的
な
政
党
（
二
〇
〇
二

年
以
降
は
Ａ
Ｋ
Ｐ
）
を
支
持
し
て
き
た
。

図３　AKP の得票率減少の県別分布

（注）　前回総選挙からの AKP 得票率減少パーセンテージ。
（出所）　Vikipedi 掲載2015年トルコ総選挙県別政党得票率より STATA を用いて筆者作成。
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そ
れ
が
今
回
は
ク
ル
ド
票
が
Ｈ
Ｄ
Ｐ
に

集
約
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｋ
Ｐ
の
ク
ル
ド
地
域
で
の
支
持
の

喪
失
の
大
き
な
理
由
は
エ
ル
ド
ア
ン
大

統
領
の
言
動
に
求
め
ら
れ
る
。
エ
ル
ド

ア
ン
は
（
自
身
が
首
相
の
と
き
に
進
め

て
き
た
）
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
の
和
解
（
参
考
文

献
⑤
）
が
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
ト
ル
コ
民
族
主
義

的
支
持
者
の
票
を
Ｍ
Ｈ
Ｐ
へ
失
う
こ
と

を
防
ぐ
た
め
、
ト
ル
コ
民
族
主
義
的
言

説
を
強
め
た
。
ま
ず
、
ト
ル
コ
国
境
沿

い
の
シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
人
居
住
地
域
で

あ
る
コ
バ
ニ
を
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に

イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）
が
攻
略
を
試
み

る
な
か
ト
ル
コ
政
府
が
静
観
を
決
め
た

こ
と
に
ト
ル
コ
の
ク
ル
ド
地
域
で
暴
力

的
抗
議
行
動
が
勃
発
す
る
と
エ
ル
ド
ア

ン
は
（
シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
勢
力
で
Ｐ
Ｋ

Ｋ
と
繋
が
り
の
深
い
）
Ｐ
Ｙ
Ｄ
を
Ｉ
Ｓ

と
同
じ
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
し
て
非

難
し
た
。
さ
ら
に
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
の
和
平
の

た
め
の
二
〇
一
五
年
二
月
、
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
の
ド
ル
マ
バ
フ
チ
ェ
宮
殿
で
の
首

相
執
務
室
で
の
政
府
と
Ｈ
Ｄ
Ｐ
と
の
共

同
声
明
発
表
（
政
府
代
表
と
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と

の
和
平
交
渉
で
政
府
関
係
者
と
Ｈ
Ｄ
Ｐ

の
代
表
者
が
出
席
し
、
獄
中
の
Ｐ
Ｋ
Ｋ

党
首
オ
ジ
ャ
ラ
ン
が
武
器
放
棄
の
た
め

の
党
大
会
開
催
を
Ｐ
Ｋ
Ｋ
に
呼
び
か
け

る
声
明
が
Ｈ
Ｄ
Ｐ
に
よ
り
読
み
上
げ
ら

れ
た
）
を
三
月
に
な
っ
て
批
判
し
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
ト
ル
コ
政
府
と

Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
の
和
平
交
渉
で
少
な
く
と
も

公
式
な
動
き
は
止
ま
っ
た
。

●
混
迷
す
る
連
立
工
作
と
再
選
挙

の
可
能
性

　

エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
は
慣
例
に
反
し
、

選
挙
結
果
が
六
月
一
八
日
に
確
定
し
て

も
首
班
指
名
を
行
わ
ず
に
国
会
議
長

（
お
よ
び
議
長
団
）
選
出
を
先
行
さ
せ

た
。
過
去
に
お
い
て
大
統
領
は
選
挙
結

果
確
定
後
遅
く
と
も
一
週
間
後
（
今
回

で
は
六
月
二
五
日
に
相
当
）
に
首
班
指

名
し
て
い
た
が
今
回
大
統
領
が
ダ
ウ
ト

ー
ル
を
首
班
に
指
名
し
た
の
は
、
国
会

議
長
団
選
出
（
七
月
八
日
）
後
の
七
月

一
〇
日
だ
っ
た
（
憲
法
が
定
め
た
新
政

府
樹
立
の
期
限
は
議
長
団
選
出
後
四
五

日
で
あ
る
）。
そ
の
た
め
、
ダ
ウ
ト
ー

ル
を
首
班
と
す
る
正
式
な
連
立
交
渉
開

始
は
通
常
よ
り
二
週
間
以
上
遅
れ
た
。

さ
ら
に
国
会
議
長
選
挙
が
首
班
指
名
に

先
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
会
議
長
ポ

ス
ト
を
連
立
交
渉
の
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
連
立
候
補
政
党
間

の
交
渉
の
困
難
を
増
し
た
。
実
際
、
国

会
議
長
選
挙
で
（
野
党
間
の
協
力
が
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
）
Ａ
Ｋ
Ｐ
候
補
が

勝
利
し
こ
と
は
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
と
そ
の
連
立

候
補
で
あ
る
Ｃ
Ｈ
Ｐ
や
Ｍ
Ｈ
Ｐ
と
の
間

の
溝
を
深
め
た
。
選
挙
後
の
政
局
は
再

選
挙
に
よ
り
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
失
地
挽
回
を
望

む
（
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
結
果
は
変
わ

ら
な
い
と
さ
れ
る
が
）
エ
ル
ド
ア
ン
は

連
立
樹
立
阻
止
を
画
策
し
て
い
る
が
、

ダ
ウ
ト
ー
ル
首
相
は
連
立
政
権
樹
立
を

望
み
、
対
Ｃ
Ｈ
Ｐ
、
対
Ｍ
Ｈ
Ｐ
の
別
々

の
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
委
員
会
を
設
置
し
て
連
立

の
た
め
の
政
策
対
比
と
条
件
検
討
を
行

っ
て
い
る
。
ダ
ウ
ト
ー
ル
は
連
立
政
権

が
樹
立
さ
れ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
エ
ル
ド

ア
ン
の
政
治
介
入
を
非
難
し
て
き
た
連

立
相
手
（
Ｃ
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
Ｍ
Ｈ
Ｐ
）
と

の
協
力
に
よ
り
エ
ル
ド
ア
ン
か
ら
の
圧

力
を
軽
減
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
経
済

界
で
は
Ａ
Ｋ
Ｐ
と
Ｃ
Ｈ
Ｐ
の
大
連
立
政

権
へ
の
期
待
が
強
く
、
両
党
首
も
そ
の

意
志
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
両
党

内
部
お
よ
び
支
持
基
盤
で
は
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
上
の
違
い
、
特
に
Ｃ
Ｈ
Ｐ
で
は
ダ

ウ
ト
ー
ル
首
相
が
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領

の
介
入
に
抵
抗
で
き
な
い
こ
と
へ
の
懸

念
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
再
選
挙
に
な
れ

ば
経
済
構
造
改
革
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
の
和
解
、

お
よ
び
対
シ
リ
ア
戦
略
な
ど
で
の
停
滞

状
態
が
深
刻
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
権

力
の
空
白
状
態
は
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領

に
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
口
実
に

し
た
国
政
へ
の
政
治
介
入
の
機
会
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
Ａ
Ｋ
Ｐ
党

首
が
ダ
ウ
ト
ー
ル
か
ら
エ
ル
ド
ア
ン
に

よ
り
近
い
人
物
に
差
し
替
え
ら
れ
る
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ト
ル
コ
政
治

の
現
状
は
Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
発
足
後
最
も
不

安
定
な
時
期
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
エ

ル
ド
ア
ン
大
統
領
は
強
権
化
の
た
め
の

機
会
を
う
か
が
っ
て
い
る
。

（
は
ざ
ま　

や
す
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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